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平
成
２３
年
度
か
ら
小
学
校

で
、
平
成
２４
年
度
か
ら
中
学

校
で
全
面
実
施
さ
れ
る
「
新

学
習
指
導
要
領
」
を
統
一
テ

ー
マ
に
専
修
大
学
教
育
学
会

（
会
長
∥
日
髙
義
博
理
事
長

・
学
長
）
の
第
５８
回
大
会
が

１１
月
２３
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
か
れ
た
。
教
育
職
に

携
わ
る
卒
業
生
や
教
職
を
目

指
す
在
学
生
ら
１
４
５
人
が

出
席
し
た
。

ま
ず
、
東
京
都
多
摩
教
育

事
務
所
指
導
課
長
の
小
林
幹

夫
さ
ん
（
昭
５４
経
営
）
が
「
新

学
習
指
導
要
領
の
解
説
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

「
新
学
習
指
導
要
領
実
施

に
向
け
て
の
各
校
種
の
取
組

み
」
と
題
し
た
研
究
会
で
は

船
橋
市
立
薬
円
台
小
学
校
特

別
支
援
学
級
教
諭
の
菊
池
亜

希
子
さ
ん
（
平
９
法
）
、
さ

い
た
ま
市
立
高
砂
小
学
校
教

諭
の
千
明
勉
さ
ん
（
平
６

法
）
、
墨
田
区
立
本
所
中
学

校
教
諭
の
種
藤
博
さ
ん
（
平

９
法
）
、
都
立
蒲
田
高
校
教

諭
の
宮
崎
三
喜
男
さ
ん
（
平

１２
法
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
。
質
疑

応
答
も
含
め
熱
心
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

記
念
撮
影
∥
写
真
∥
の
あ

と
定
期
総
会
が
開
か
れ
、
日

髙
理
事
長
・
学
長
が
あ
い
さ

つ
を
述
べ
、
続
い
て
総
会
と

情
報
交
換
会
・
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。

専
修
大
学
緑
鳳
学
会
（
矢

邊
學
会
長
∥
国
士
舘
大
学
名

誉
教
授
）
の
第
１９
回
大
会
が

１０
月
２３
日
、
会
員
ら
４０
人
が

出
席
し
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。
石
坂
信
一
郎
・

専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学

教
授
（
平
３
院
商
修
∥
写

真
）
が
「
個
別
財
務
諸
表
に

国
際
財
務
報
告
基
準
を
適
用

し
た
場
合
に
お
け
る
税
法
上

の
取
り
扱
い
へ
の
影
響
と
課

題
―
減
価
償
却
を
基
準
に
し

て
―
」
を
発
表
し
た
ほ
か
３

氏
が
研
究
発
表
を
行
っ
た
。

校
友
会
主
催
の
「
第
５
回

ワ
イ
ン
大
学
」
が
１１
月
１９

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
日
髙
理
事
長
・

学
長
、
甘
竹
秀
雄
校
友
会
長

を
は
じ
め
、
校
友
・
学
生
や

一
般
の
方
々
ら
１
０
８
人
が

出
席
し
、
ワ
イ
ン
と
食
事
を

楽
し
み
な
が
ら
、
そ
の
歴
史

や
効
能
に
つ
い
て
学
ん
だ
∥

写
真
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ワ
イ

ン
と
健
康
に
つ
い
て
」
。
講

師
の
江
畑
進
一
氏
（
㈲
シ
ン

・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
代
表
取

締
役
）
は
白
ワ
イ
ン
が
腸
内

で
コ
レ
ラ
菌
や
サ
ル
モ
ネ
ラ

菌
を
殺
菌
す
る
力
が
あ
る
な

ど
、
効
能
を
説
明
し
た
。

小
沢
一
郎
ゼ
ミ
の
仲
間
と

と
も
に
参
加
し
た
織
田
沙
織

さ
ん
（
経
営
３
）
は
「
先
生

の
紹
介
で
参
加
し
ま
し
た
。

知
識
を
得
る
だ
け
で
な
く
、

試
飲
す
る
こ
と
で
味
や
匂
い

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、

ワ
イ
ン
へ
の
苦
手
意
識
が
消

え
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

専
修
大
学
会
計
人
会
で

は
、
平
成
２２
年
度
税
理
士
試

験
に
合
格
し
た
卒
業
生
の
情

報
を
求
め
て
い
ま
す
。

吉
田
伸
江
会
長
は
「
合
格

さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
を
お

渡
し
し
、
一
緒
に
お
祝
い
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
情
報
は
校
友
会
☎

０３
（
３
２
６
５
）
７
５
７
９

ま
で
。

「
珊
瑚
会
」
（
昭
和
３５

年
卒
業
の
会
∥
村
田
千
代

子
会
長
）
か
ら
卒
業
５０
年

を
記
念
し
て
、
教
育
研
究

振
興
協
力
資
金
募
金
へ
の

協
力
の
申
し
出
が
あ
り
、

１０
月
２６
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
日
髙
理
事
長
・
学

長
に
寄
付
金
が
渡
さ
れ
た

∥
写
真
。

※
寄
付
金
の
お
申
し
込

み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
募

金
局
☎
０３
（
３
２
６
５
）

３
１
５
７
へ
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

品
川
・
大
田
支
部
「
箱
根

駅
伝
」
応
援
・
懇
親
会
▽
応

援
∥
６
面
「
大
森
」
参
照
▽

懇
親
会
∥
１
月
３
日
、
応
援

終
了
後
「
ま
ぐ
ま
」
で
。

〈
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
懇

談
会
〉

▽
１
月
１４
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
１５
階
「
報
恩
の
間
」

藤
田
寛
之
さ
ん
（
平
５
経

済
・
ゴ
ル
フ
部
）
が
１２
月
２

日
か
ら
５
日
ま
で
、
東
京
よ

み
う
り
Ｃ
Ｃ
で
行
わ
れ
た

「
日
本
シ
リ
ー
ズ
Ｊ
Ｔ
カ
ッ

プ
」
で
見
事
優
勝
を
飾
っ

た
。
今
季
２
勝
目
、
ツ
ア
ー

通
算
１０
勝
目
が
初
の
日
本
タ

イ
ト
ル
と
な
っ
た
。

藤
田
さ
ん
は
こ
の
大
会
の

優
勝
で
来
年
か
ら
３
年
間
の

シ
ー
ド
権
を
獲
得
、
年
間
賞

金
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
２
位
に

躍
進
し
た
。

山
田
順
子
さ
ん
が

江
戸
東
京
博
物
館
の

正
月
イ
ベ
ン
ト
に

時
代
考
証
家
の
山
田
順
子

さ
ん
（
昭
５１
文
）
が
東
京
都

江
戸
東
京
博
物
館
（
両
国
）

で
行
わ
れ
る
正
月
イ
ベ
ン
ト

で
、
江
戸
時
代
の
町
人
た
ち

の
時
代
考
証
・
衣
装
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
を
手
掛
け
、
会
場

で
コ
メ
ン
ト
す
る
。

▽
日
時
∥
１
月
２
、
３
、

５
、
６
日
、
時
間
未
定
▽
場

所
∥
５
階
常
設
展
示
室
。


江
戸
東
京
博
物
館
管
理

課
事
業
推
進
係
☎
０３
（
３
６

２
６
）
９
９
０
７

茨
城
県
芸
術
祭
文
学
部
門
実

行
委
員
会
は
１０
月
２６
日
、
今
年

度
の
受
賞
作
を
発
表
し
、「
茨
城

新
聞
社
賞
」
に

は
校
友
の
久
富

か
つ
よ
し
さ
ん

（
昭
３０
商
経
）
の

随
筆
集
『
ふ
る

さ
と
幻
視
』
が
選
ば
れ
た
。

「
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
が
私

の
人
格
を
形
成
し
た
」
と
い
う

久
富
さ
ん
。
本
作
で
は
出
身
地

な
べ
し
ま
か
ん
そ
う

・
佐
賀
県
の
偉
人
、
鍋
島
閑
叟
、

江
藤
新
平
ら
を
取
り
上
げ
た
。

「
歴
史
、
風
土
、
人
を
通
し
て
、

作
者
の
生
き
た
同
時
代
を
鮮
や

か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
」
こ

と
が
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
。

本
学
在
学
中
に
は
文
学
研
究

会
の
立
ち
上
げ
に
加
わ
っ
た
。

卒
業
後
は
国
立
霞
ケ
浦
病
院

（
当
時
）
に
就
職
し
、
茨
城
県

へ
。
そ
の
後
、
県
国
民
年
金
課

に
移
っ
た
が
、
勤
務
の
傍
ら
句

作
に
も
励
ん
だ
。
俳
歴
は
長

く
、
石
原
八
束
氏
に
も
師
事
。

本
作
に
収
録
さ
れ
た
数
々
の
文

章
の
多
く
が
自
作
の
俳
句
で
締

め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

「
書
く
こ
と
で
長
い
間
自
分

探
し
を
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら

も
自
分
探
し
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
、
次
回
作
に
も
意
欲
的

だ
。
（
文
學
の
森

本
体
１
９

０
５
円
＋
税
）

就
職
課
の
講
座
で
「
営
業

の
基
本
は
相
手
の
懐
に
ど
う

入
り
込
む
か
。
ま
ず
は
自
分

を
売
り
込
む
こ
と
。『
山
田
ビ

ー
ル
で
す
』
」
と
熱
く
語
る

そ
の
姿
は
後
輩
た
ち
に
強
烈

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

「
学
生
時
代
に
カ
ラ
オ
ケ

ボ
ッ
ク
ス
の
客
引
き
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
４
年
間
経
験
し
た

こ
と
が
営
業
ス
タ
イ
ル
の
原

点
で
す
。
毎
日
見
知
ら
ぬ
人

に
『
自
分
を
プ
レ
ゼ
ン
』
し

て
い
た
よ
う
な
も
の
で
し
た

か
ら
」。

偶
然
、「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
」

の
社
章
を
つ
け

た
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
に
声
を
か
け

た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
同
社
に

興
味
を
も
ち
、

「
お
酒
」
が
も

つ
パ
ワ
ー
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
に
魅
力

を
感
じ
入
社
。

仙
台
支
社
時
代

の
７
年
間
、
Ｍ

Ｖ
Ｐ
を
４
度
受

賞
し
た
。「『
山

田
か
ら
買
い
た
い
』
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
自
分
を

さ
ら
け
だ
し
、
『
人
間
力
』

で
ぶ
つ
か
っ
て
い
き
ま
す
。

ビ
ー
ル
業
界
は
４
社
の
争

い
。『
守
り
な
が
ら
攻
め
る
』

日
々
で
す
」
。
大
手
居
酒
屋

に
２
年
半
通
い
続
け
て
、
他

社
か
ら
契
約
を
切
り
替
え
て

も
ら
っ
た
と
き
に
は
、
相
手

と
共
に
感
動
の
涙
を
流
し
た

こ
と
も
あ
る
。

入
社
５
年
目
の
こ
ろ
か
ら

資
格
取
得
に
励
む
よ
う
に
。

ワ
イ
ン
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
焼

酎
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ほ
か
、

専
門
学
校
に
１
年
間
通
っ

て
、
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
２
級
も
取
得
。「
資
格
は

強
み
に
な
り
、
相
手
に
近
づ

く
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
と
考

え
ま
し
た
。
経
験
を
重
ね
、

ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
人
間
と
し
て
の
幅
も
広
が

る
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

某
大
手
外
食
チ
ェ
ー
ン
と

の
窓
口
に
な
っ
て
４
年
目
。

新
規
開
店
の
際
に
挨
拶
を
す

る
機
会
も
多
い
。
接
客
に
生

か
せ
そ
う
な
話
を
常
に
メ
モ

し
て
い
る
。「
ア
ン
テ
ナ
を
鋭

く
張
っ
て
い
れ
ば
心
に
響
く

も
の
は
無
数
に
あ
り
、
マ
イ

ナ
ス
だ
と
思
う
経
験
で
も
発

想
を
変
え
る
こ
と
で
生
か
せ

ま
す
」。出
張
帰
り
に
空
港
で

１０
時
間
足
止
め
さ
れ
た
と
き

も
、
乗
客
の
苦
情
と
航
空
会

社
の
対
応
を
ク
レ
ー
ム
対
応

の
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。

「
就
活
は『
情
報
と
分
析
』

が
重
要
と
い
う
点
で
、
営
業

と
同
じ
。
相
手
と
自
分
を
徹

底
的
に
分
析
し
、
自
分
の
強

み
が
ど
ん
な
利
益
を
生
む
か

を『
売
り
込
む
』機
会
で
す
」。

第
３
回
「
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー

が
す
ご
い
！
」
大
賞
を
受
賞

し
、
０５
年
『
果
て
し
な
き
渇

き
』
（
宝
島
社
）
で
デ
ビ
ュ
ー
、

ノ
ワ
ー
ル
小
説
の
若
き
旗
手
と

し
て
地
歩
を
固
め
つ
つ
あ
る
深

町
秋
生
さ
ん
（
平
１０
経
済
）
の

長
編
書
き
下
ろ
し
。

安
価
な
新
型
ド
ラ
ッ
グ
の
卸

に
よ
っ
て
急
成
長
し
た
マ
フ
ィ

ア
組
織
で
武
闘
派
と
し
て
暗
躍

す
る
刈
田
誠
次
。
し
か
し
、
最

愛
の
弟
を
守
る
た
め
に
組
織
の

掟
を
破
っ
た
こ
と
か
ら
、
ボ
ス

の
神
宮
寛
孝
に
よ
っ
て
弟
・
武

彦
と
元
恋
人
を
惨
殺
さ
れ
て
し

ま
う
。
自
ら
も
重
傷
を
負
わ
さ

れ
、
復
讐
を
誓
う
刈
田
は
、
忌

み
嫌
っ
て
き
た
警
察
と
手
を
組

み
、
古
巣
に
舞
い
戻
る
。
顔
も

声
も
変
え
て
。
し
か
し
、
神
宮

は
姿
を
消
し
て
い
た
―
―
。

孤
独
な
魂
に
炎
を
燃
や
し
た

男
の
熾
烈
な
戦
い
を
描
い
て
、

ラ
ス
ト
ま
で
一
気
に
読
ま
せ

る
。
（
幻
冬
舎

本
体
１
５
０

０
円
＋
税
）

法
科
大
学
院
１
期
生
の
木
島

康
雄
さ
ん
（
平
１８
法
科
大
学

院
）
が
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
ノ

ベ
ル
を
書
き
上
げ
た
。
『
ク
ラ

ム
の
物
語
―
宿
命
の
王
子
―
』

（
不
忍
文
庫
）
だ
。

物
語
の
舞
台
は
「
ク
ラ
ム
」

と
称
さ
れ
る
地
上
の
世
界
。
こ

こ
は
果
て
し
な
い
宗
教
戦
争
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
戦
い

は
、
い
つ
し
か
各
国
の
世
俗
的

利
害
、
野
心
が
絡
む
国
際
戦
争

の
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。戦

争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く

宿
命
の
王
子
、
無
双
の
戦
士
た

ち
が
繰
り
広
げ
る
エ
キ
サ
イ
テ

ィ
ン
グ
な
物
語
。
巧
み
な
ス
ト

ー
リ
ー
構
成
で
、
歴
史
や
政

治
、
経
済
観
も
織
り
込
ま
れ
て

い
る
。

木
島
さ
ん
は
行
政
書
士
、
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
、
木
島

行
政
・
市
民
法
務
事
務
所
所

長
。
こ
れ
ま
で
法
律
関
係
の
実

用
書
を
数
多
く
刊
行
し
て
き
た

が
、
小
説
は
初
め
て
の
挑
戦
で

あ
る
（
発
行
所
・
市
田
印
刷
出

版
、
発
売
元
・
星
雲
社
、
８
５

７
円
＋
税
）。

な
お
同
書
は
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
電
子
書
籍
と

し
て
も
読
め
る
。

津
村
英
文
氏
（
つ
む
ら
・

ひ
で
ふ
み
）
元
商
学
部
教
授

１１
月
１３
日
、
心
不
全
の
た

め
死
去
、
７７
歳
。
告
別
式
は

近
親
者
で
執
り
行
わ
れ
た
。

１
９
７
２
年
か
ら
２
０
０

０
年
ま
で
在
職
。
主
な
担
当

科
目
は
証
券
市
場
論
。

林

基
氏
（
は
や
し
・
も

と
い
）
元
文
学
部
教
授

１１
月
１８
日
、
呼
吸
不
全
の

た
め
死
去
、
９６
歳
。
告
別
式

は
同
２１
日
、
埼
玉
県
新
座
市

の
東
上
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

新
座
で
執
り
行
わ
れ
た
。

１
９
６
６
年
か
ら
在
職

し
、１
９
８
４
年
定
年
退
職
。

主
な
担
当
科
目
は
日
本
文
化

史
、
日
本
史
特
殊
講
義
。

『
ク
ラ
ム
の
物
語
―
宿
命
の
王
子
―
』

『
ふ
る
さ
と
幻
視
』

第
５８
回
専
修
大
学
教
育
学
会

食事を楽しみながら

ワインの歴史・効能学ぶ

久
富
か
つ
よ
し
（
昭
３０
商
経
）著

木
島

康
雄
（
平
１８
法
科
大
学
院
）著

講
演
・
研
究
会

『
ダ

ブ

ル
』

深
町

秋
生
（
平
１０
経
済
）著

税
理
士
試
験

合
格
の

卒
業
生
へ

－「情報と分析」“就活”も“営業”も同じ－

藤藤
田田
寛寛
之之
ププ
ロロ

初初
のの
日日
本本
タタ
イイ
トト
ルル

ゴ
ル
フ
日
本
シ
リ
ー
ズ
Ｊ
Ｔ
カ
ッ
プ

「
教
育
研
究
振
興
協
力
資
金
募
金
」に

「
珊
瑚
会
」が
協
力

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
市
場
開
発
本
部

外
食
営
業
第
一
部
課
長

第
１９
回
専
修
大
学
緑
鳳
学
会

専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学

や
ま

だ

じ
ゅ
ん

ぺ
い

山
田

純
平
さ
ん

石
坂
教
授
ら
が
研
究
発
表

（
平
１２
法
）
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